Los CAPRICHOS 



わら ひ びせ う こうせ う 

笑 は 量的に 分てば 微笑 哄笑の 二種 あり。 質的に 

きせう てうせ う くせう 

分てば 嬉笑 嘲笑 苦笑の 三種 あり。 …… 予が 最も 愛 

する 笑 は 嬉笑 嘲 苦笑と 兼ねた る、 爆 声の 如き 哄笑 

なり。 アウエ ル バッハの 穴蔵に 愚昧の 学生 を奔ら 

せた る、 メ フィス トフ エレ エスの 哄笑な り。 

力 アル • エミリ ウス 

ュダ 

すぎこし たね 

逾越 〔# 「逾 越」 は 底本で は 「逾趣 匕 と 云へ る 「種 入れ 

ぬ麵 包の 祭」 近づけり。 祭司 〔# 「祭司」 は 底本で は 「祭 



を さ い か 

史匕 の 長 学者た ち、 如何にして か イエス を 殺さん と 

うかが ただ おそ さて うち 

窺 ふ。 但民を 畏れたり。 偖 悪魔 十二の 中の イス カリ 

ォテと 称 ふる ュダに 憑きぬ。 ュダ橄 欖の林 を 歩める 時、 

を さ わた 

悪魔 彼に 云 ひける は、 「イエス を 祭司の 長た ちに 売せ。 

さ ぎんす 

然 すれば 三十 枚の 銀 子 を 得べ し。」 され どュダ 耳を蔽 ひ、 

林の 外に 走り去れり。 後又ィ エルサレムの 町 を さまよ 

を さ 

へる 時、 悪魔 彼に 云 ひける は、 「イエス を 祭司の 長た ち 

わた さ なん ぢ かならず 

に 売せ。 然ら ずば 爾も イエ ス と共に、 必 十字架に 

釘 けらる ベ し。」 され どュダ 耳を蔽 ひ、 イエ スの もとに 

走り去れり。 イエス 彼に 云 ひける は、 r ュダ よ。 我 誠 

なん ぢ 

に爾 〔# ルビの 「なん ぢ」 は 底本で は 「なんじ 匕 を 知る。 



あらの し し ただこ ひつじ なか 

爾は 荒野の 獅子よりも 強し。 但 小羊の 心 を 忘る る 勿 

れ。」 ュダ、 イエスの 言葉 を悦 ベリ。 され ど その 意味 を 

さと すぎこし まつ リ 

覚ら ざり き。 逾 越の 祭 来りし 時、 イエス 弟子と 共に 

みたび 

食に 就けり。 悪魔 三度 ュダに 云 ひける は、 「イエス を 

を さ わた さ なん ぢ 

祭司の 長た ちに 売せ。 然 すれば 爾の 名、 イエスの 名 

と共に 伝 はらん。 イエスの 名 太陽よりも 光 あれば、 爾 

や み しもべ 

の 名 黒 暗よりも 恐怖 あらん。 爾は 天国の 奴隸 たらざる 

かならず なん ぢ 

も、 必 地獄の 王 たるべし。 バビロンの 淫婦 は爾 〔# 

ひ しちとう 

ルビの 「なん ぢ」 は 底本で は 「なんじ 匕 の妃、 七 頭の 毒 竜 

いわう なん ぢ こくたん みくら 

は爾の 馬、 火と 煙と 硫黄と は汝が 黒檀の 宝 座の 前に、 

かう えん のぼ 

不断の 香煙 を 上らし めん。」 ュダ この 声 を 聞 〔# 「聞」 



は 底本で は 「闇 匕き し 時、 目の あたりに 地獄の 荘厳 を 見 

ひと つまみ 

たり。 イエス 忽ち ュダに 一撮の 食物 を 与へ、 静かに 

なん-ち 

彼に 云 ひける は、 「爾が 為さん とする 事 は 速 かに 為 

せ。」 ュダ 一 撮の 食物 を 受け、 直ちに 出で たり。 時 既に 

よ を さ 

夜な りき。 ュダ 祭司の 長 力 ャパの 前に 至り、 イエス を 

彼に 売さん と 云 ヘリ。 力 ャパ駭 きて 云 ひける は、 「爾 

は 何物なる か、 イエスの 弟子 か、 はた イエスの 師 か。」 

そ は ュダの 姿、 額 は 嵐の 空よりも 黒み、 眼は焰 よりも 

輝きつつ、 王者の 如く 振舞 ひしが 故な り。 …… 

眼 



ちう くわ め いはう ちゃう やう しゅくしん 

—— 中華 第 一の 名 鹿 丁 張粛臣 の談 II 

眼 をね、 今日は 眼 を 御馳走し ようと 思った のです。 

なん めし あ 

何の 眼？ 無論 人間の 眼 をです よ。 そり や 眼 を 召 上が 

ら なければ、 人間 を 召 上った と は 云 はれま せんや。 眼 

と 云 ふやつ はうまい ものです ぜ。 脂が あって、 歯 ぎれ 

がよくって、 え、 何に する？ まあ、 湯へ 入れる 

ちゃう ど しろめ くろめ 

んで すね。 丁度 鳩の 卵の やうに、 白眼と 黒 眼と はっき 

りした やつが、 香 菜が 何 かぶち こんだ 中に、 ふ はふ 

は 浮いて ゐ やうと 云 ふんです。 どうです？ 悪く は あ 



りますまい。 私なん ぞは 話して ゐて も、 自然と 唾 気 

がた ま つて 来ます ぜ。 そり や 清 湯燕窩 だと か 清 湯鴒蛋 

だと かと は、 比べ ものに も 何にもな りません や。 所が 

今日 その 眼 を 抜いて 見る と、 これに や 私 も 驚き ま 

したね。 まるで 使 ひものに やなら な いんです。 何、 男 

か 女 か？ 男です よ。 男 も 男 も、 髭の 生えた、 フロッ 

ク • コ オト を 着て ゐる 男です がね。 御覧なさい。 此処 

に 名刺 〔# 「名刺」 は 底本で は 「名刺」〕 があります。 

Herr Stuffendpuff. ち つと は 有名な 男です か？ 成程 

ね、 つまり その 新聞 や 何 かに 議論 を 書いて ゐる 人間な 

んで せう。 そいつの 眼 玉が これ ぢ やありません か？ 



そら、 壁へ 叩きつ けても、 容易な 事ぢゃ 破れません や。 

驚いた でせ う。 二つと もこの 通り 入れ 眼です よ。 

硝子 細工の 入れ 眼です よ。 

疲労 

雨 を 孕んだ 風の 中に、 竜騎兵の 士官 を 乗せた、 ァラ 

ビ ァ 種の 白馬が 一 頭、 喘ぎ 喘ぎ 走 つて 行った。 と 思 ふ 

かいだう せきばく 

と 銃声が 五六 発、 続けさ まに 街道の 寂寞 を 破った。 そ 

ポプラ ァ なみき ねう 

の 時 白 楊の 並木の 根が たに、 尿 をし やんだ 一 頭の 犬 は、 

これ も 其処へ 来 かかった、 仲間の；^ 犬に 話しかけた。 



それ を 見た ものが 三人あった。 

ひとり 

一人 は 年 をと つた 月だった。 これ は 又 かと 云 ふやう 

に、 黙々 と 塔の 上に かかって ゐた。 

かざみ 

もう 一人 は 風見の 鶏だった。 これ はび つくりし たや 

さ を 

うに、 ぎい ぎい 桿の 上に 啼 きま はった。 

最後の 一 人 は 大学教授 Dundergutz 先生だった。 こ 

れは その後 熱心に、 魔女が 空 を 飛んで 行った の は、 箒 

が 魔女 を 飛ばせた のか、 魔女が 箒 を 飛ばせた もの か、 

どちら かと 云 ふ 事 を 研究し 出した。 

何でも 先生 は 今日で も、 やはり 同じ 大 問題 を 研究し 

続けて ゐる さう である。 



ひらめ ほのほ うち さんく なび 

槍の 閃き、 それから 毒 竜の 炎の 中に、 耗々 と 靡いた 

兜 の 乱れ 毛、 …… 

トム は 遠い 崖の 下に、 勇ましい 聖ヂョ ォヂの 姿 を 見 

ると、 苦々 しさう に 舌打ち をした。 

「畜生。 あいつ は 遊んで ゐゃ がる。」 

D〇n Juan aiix enfers 

ドン • ジュ アン は 舟の 中に、 薄暗い 河 を 眺めて ゐる。 

* やな ほとばし 

時々 古い 舟べ り を 打って は、 蒼白い 火花 を 迸 ら せる、 

泊 夫 藍色の 浪の 高さ。 その 舟の 艫に は 厳の やうに、 



J る ほんや よる 

或 古本屋の 店頭。 夜。 古本屋の 主人 は 居睡リ をして 

ゐる。 かすかに ピアノの 音が する の は、 近所に カフェ 

ェ の ある 証拠ら しい。 

第一の 幽霊 (さもが つかりした やうに、 朦朧と 店 

こ こ ぞんぐ わい 

さきへ 姿 を 現す。) 此処に も 古本屋が 一軒 ある。 存外 

かう 云 ふ 所に は、 品物が 揃って ゐる かも 知れない。 (熱 

ちかまつ まんえ ふし ふリ やくげ 

心に 棚の 書物 を検 ベる。) 近 松 全集、 万葉集 略解、 たけ 

ば + 一 う 

くらべ、 アンナ. カレ ニナ、 芭蕉 句集、 —— ない。 な 

い。 やっぱりない。 ない と 云 ふ 害 はない の だが …… 



第二の 幽霊 (これ もや はり 大儀 さう に、 ふ はりと 

店へ は ひって 来る。) おや、 今晩は。 

第一 の 幽霊 今晩は。 どう だね、 その後 君の 戯曲 

は？ 

第二の 幽霊 駄目、 駄目。 何処の 芝居で も 御倉に し 

あ ひか はらず かび 

てゐ る。 やって ゐ るの は不相 変、 黴の 生えた 旧劇ば か 

りさ。 君の 小説 はどうな つたい？ 

第一の 幽霊 これ も 御 同様 絶版と 来て ゐる。 もう 僕 

の 小説 なぞ は、 誰も 読む ものが なくなつ たの だね。 

第二の 幽霊 (冷笑す る やうに。) 君の 時代 も 過ぎ去 

つた かね。 



第 一 の 幽霊 (感傷的に。) 我々 の 時代が 過ぎ去った 

の だよ。 尤も 僕 等が 往生した の は、 もう 五十 年 も 前 

だからな あ。 

第三の 幽霊 (これ は 燐火 を 飛ばせながら、 愉快 さ 

ただよ なん 

うに 漂って 来る。) 今晩は。 何だかい やに ふさいで ゐ 

せう ぜん 

るぢ やない か？ 幽霊が 悄然と して ゐ るなん ぞは、 当 

節 がら あんまり はやらない ぜ。 僕 は 批評家た る 職分 上、 

諸君の 悪趣味に 反対 だね。 

第一の 幽霊 僕 等が ふさいで ゐ るの ぢ やない。 君が 

幽霊に して は 陽気 過ぎ るの だよ。 

第三の 幽霊 そり や 大きに さう かも 知れない。 しか 



し 僕 は 今夜と いう 今夜、 始めて 死に 甲斐 を 感じた ね。 

ひやか 

第二の 幽霊 (冷笑す やうに。) 君の 全集で も 出来る 

のかい？ 

第三の 幽霊 いや、 全集 は 出来ない がね。 鬼に 角 

こうだい たしか 

後代に 僕の 名前が、 伝 はる 事 だけ は 確に なった よ。 

第二の 幽霊 (疑 はし さう に。) へええ。 

よろこば 

第一 の 幽霊 ( 喜 しさう に。) 本当 かい？ 

第三の 幽霊 本当と も。 まあ、 これ を 見て くれ 給へ _ 

(書物 を 一 冊 出して 見せる。) これ は 今日 出来た 本 だが 

ね。 この 本の 中に 僕の 事が、 ちゃんと 五六 行書いて あ 

るの だ。 どうだい？ これ ぢゃ いくら 幽霊で も、 はし 



やぎ ま はらずに は ゐられ な いぢ やない か？ 

第二の 幽霊 ちょいと 借して くれ 給へ。 二 生 懸命 

に 頁 を はぐる。) 僕の 名前 は 出て ゐ ないか しら？ 

第一の 幽霊 名前 位 は 出て ゐる だら う。 僕の も 

次 手に 見て くれ 給へ。 

第三の 幽霊 (得意 さう に 独り言 を 云 ふ。) おれ もと 

うとう 不朽に なった の だ。 サン ト . ブゥヴ や テェヌ の 

やうに。 —— 不朽と 云 ふ 事 も 悪い もの ぢ やない な。 

第二の 幽霊 (第一 の 幽霊に。) 〔# 底本で はこ こに 句 

点〕 どうも 君の 名 は 見えない やう だよ。 

第一の 幽霊 君の 名 も 見えない やう だね。 



第二の 幽霊 (第三の 幽霊に。) 君の 事 は 何処に 書い 

て あるの だ？ 

さくいん 

第三の 幽霊 索引 を 見 給へ。 索引 を。 XXXX と 云 

ふ 所 を 引けば ゆいの だ。 

なるほど こ こ かず 

第二の 幽霊 成程、 此処に 書いて ある。 「当時 数の 

多かった 批評家 中、 永久に 記憶 さるべき もの は、 XX 

X X と 云 ふ 論客で ある。 …… 」 

第三の 幽霊 まあ、 ざっと そんな 調子 さ。 其処まで 

たくさん 

読めば 沢山 だよ。 

第二の 幽霊 次 手に もう 少し 読ませ 給へ。 「勿論 彼 

いか ま-つと-つ 

は 如何なる 点で も、 毛頭 才能 ある 批評家で はない。 … 



;」 

第一 の 幽霊 (満足 さう に。) それから？ 

第二の 幽霊 (読み 続ける。) 「しかし 彼 は 不朽に な 

るべき、 十分な 理由 を 持って ゐる。 …… 」 

第三の 幽霊 もう それだけ にして 置き 給へ。 僕 はち 

よいと 行く 所が あるから。 

第二の 幽霊 まあ、 しま ひまで 読ませ 給へ。 r 愈 

大声に。) 「何と なれば 彼 は —— 」 

第三の 幽霊 ぢゃ僕 は 失敬す る。 

第一の 幽霊 そんなに 急がな くっても 好 いぢ やない 

か？ 



第二の 幽霊 もうた つた 一行 だよ。 「何と なれば 彼 

は 終始 一 貫 —— 」 

第三の 幽霊 (やけ 気味に。) ぢゃ 勝手に 読み 給へ。 

さよう 

左様なら。 (憐 火と 共に 消える。) 

なん 

第一の 幽霊 何 だって あんなに 慌てた の だら う？ 

第二の 幽霊 慌てる 害さ。 まあ、 これ を 聞 〔# 「聞」 

は 底本で は 「闇 匕 き 給へ。 〔# 底本で はこ こで 改行、 次 行 

の 始め かぎ 括弧 は 天 ツキ〕 「何と なれば 彼 は 終始 一 貫、 

あくた がはリ ゆうの すけ あくこう 

芥川竜 之 介 の 小説が 出る と、 勇ましい 悪口 を 云 ひ 続 

けた。 …… 」 

第一の 幽霊 (笑 ふ。) そんな 事 だら うと 思った よ。 



第二の 幽霊 不朽 も かうな つち ゃ禍 だね。 (書物 

を 抛り 出す。) 

その 音に 主人が 眼 を さます。 

主人 おや、 棚の 本が 落ちた かしら。 こり やまだ 新 

しい 本 だが。 

第二の 幽霊 (わざと 物凄い 声 をす る。) それ もぢき 

に 古くなる ぞ。 

主人 (驚いた やうに。) 誰 だい、 お前さん は？ 

第一 の 幽霊 (第二の 幽霊に。) 罪な事 をす る もの ぢ 

やない。 さあ、 一し よに Hades へ 帰らう。 (消える。) 

第二の 幽霊 ちっと は 僕の 本 も 店へ 置け よ。 (消え 



る。) 

あつ 寸 

主人 は 呆気に とられて ゐる。 

(大正 十 年 十 一 月) 
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